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行田市名誉市民・ 元行田市長故中川直木氏 行田市

葬 儀 委 員 長 市長

葬儀副委員長 市議会議長
″    商工会議所会頭
″    ほくさい農協代表理事組合長

喪主 中川忠昭
親戚一同

0警繊
・ 中川家合同葬概要

平成 12年 4月 14日現在

1 日   時

2 主

平成 12年 4月 22日 (土) 友引
午後 1時～午後 3時 30分
受付 正午開始

行田市及び中川家

行田市産業文化会館ホール

仏式による中川家法儀の後、

行田市合同葬実 行 委 員 長

実行副委員長

実 行 委 員

無宗教による献花方式

助 役
収入役、水道事業管理者、教育長

企画部長、総務部長、市民経済部長、

福祉部長、まちづくり部長、管理指導部長、

議会事務局長、参事、技監、消防長、

水道部技監

催

行田市

中川家

3 場   所

葬儀の形式

主   管

葬儀事務局  総務部総務課

公葬の経緯  3月 市議会定例会において、行田市名誉市民に関する条例 第 5条第 3号
の規定に基づき、市議会が公葬の実施を決議、その後、御遺族の承認を得た。

公葬のなかに、中川家の法儀を挟むことで合意。

8 案   内  ・ 案内状の発送  3月 24日 ～ 28日
行田市関係  約 1, 260人
(県知事、国会議員、全国市長会長、県内各市長ほか )

中川家関係  約 150人
・市報に掲載   2月 号 訃報

4月 号 合同葬のお知らせ

9 受   付  全て芳名帳への記名のみ。
香典、供花、供物は、辞退する。

壇上の主催者、弔辞奉呈者、指名献花者の一部は、別室へ案内。

指名献花者は、ホール最前列へ案内。

10 合同葬次第  別紙のとおり



行田市名誉市民・ 元行田市長故中川直木氏行田市・ 中川家合同葬次第

敬称略

開式の時点で、知事、主催者 (葬儀委員長等及び遺族)、 導師は、壇上に着座  〔BG瑚

午後 1:00 開式 (級帳を上げる。 )
1 開式のことば   葬儀副委員長 行田商工会議所会頭 清水孝男

2 中川家読経    読経その他 (1:03～ 1:45)

* 埼玉県知事献花 (1:10～ 1:15の 間)
知事は、所用のため、他に先立ち献花する旨紹介後、壇上にて献花、退席

3 葬儀主催者及び遺族献花    (1:30～ 1:45)
中川家読経の途中から葬儀委員長、副委員長 3名、遺族が献花

* 導師・ 尊宿退堂
(照 明 暗 転)直ちに宗教用具、椅子等を片付ける。
午後 1:45頃

4 黙祷       会葬者全員起立、黙祷

5 告別のことば   葬儀委員長 行田市長 山口 治郎

6 弔辞       壇上にて、献花、弔辞 (1:55～ 2:30)
① 埼玉県知事    土屋 義彦 (代理 :武田副知事)
② 埼玉県市長会長  井原  勇 (与野市長)
③ 埼玉県議会議長  遠藤 俊作
④ 国会議員代表   増田 敏男 (衆議院議員)
⑤ 友好都市代表   水谷  元 (桑名市長)
⑥ 行田市議会議長  大須賀伊司郎・ 。・・・ ●献花省略 (中川家に対し献花済み)
⑦ 友人代表     松平 忠晃 (忍郷友会長)

7 指名献花 約 115名 (弔辞奉呈者は、弔辞の際に献花するので、指名献花はなし。)
職名氏名を順次読み上げ、ステージ下で菊花を渡し、壇上で献花

8 謝辞        喪主 中川 忠昭

* 葬儀委員長、副委員長、遺族は降壇し、最前列に着席する。

9 -般 献花 (ス テージ下の献花台において献花)

10 弔電披露
電文は数件選択、ほかは役職・ 氏名のみ朗読。

11 閉式のことば    葬儀副委員長  JAほ くさい代表理事組合長 小堀 澄

午後 3:30頃 終了

回
回
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科   目
予 算 現 額

当 初 予 算 額 補 正 予 算 額

描続費及び

操越事業費

操 越 額

予 備 費

支出及び

流用増減

計

節

秋1項 目 区   分 金   額

円 円 円 円 円 円

18情報管理費 38, 273.000 ?89,000 0 798,000 39,860,000

ll需用費 2.924,1‖

2役務費 7.468,400

3委託料 3,239,999

4使用料及び

賃借料

20 580,000

5工事請負費 5.517.490

9 負担金補助

及び交付金

130,000
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出歳
2-1-17 諸費

支 出 済 額

翌 年 度 操 越 額

不 用 額 備 考
継 続 費

通次繰越

繰 越

明 許 費

事  故

繰 越 し

円 円 円 円 円 円|

551,980

56.689.211

4.042

6.410

H4.859

55,000

56,508,900

1,415,374

1,415.374

162. 500

76.315

17 325

68,860

76.315

△76,315

68,860

△68.860

◎

(内  訳 )

14・ 会場借上料

循環バス運行事業費

(内 訳 )

H・ 消耗品費

・ 印刷製本費

・ 修繕料

12・ 賠償責任保険料

13・ 循環バス運行委託料

その他 (市民生活屎 )

(内  訳 )
12・ 市民活動災害補償保険料

名誉市民公葬関係経費

◎

◎

(内 訳 )
H・ 消耗品費

・ 印刷製本費

12・ 郵便料

・ 8節 か ら流用

・ H節へ流用
・ H節か ら流用
・ 12節へ流用

H節

8節

12節

‖節

39,014,244 0 845,75(

2.917.561 0 0 6.550 情報管理費

(内  訳 )
H・ 消耗品費

・修絡料

12・ 電話料

・ 電話架設科

・手数料

13・ 電算委託科

14・ OA機 器借上料
15・ 配線工事薦負費

19・ 県地域情報イヒ研究会負担金

・ 地方 自治情報セ ンター加入負担

39,014,244

2, 145,486

772,075

1.354.913

489,930

5.552,400

3,239,999

20,525,691

4,803,750

30,000

100,000

金

・ H節へ流用      14節      △450,000
・ H節へ流用      15節      △669,Hl

・ 12節へ流用      15節      △467,400

・ 13節 へ流用      15節      △845,999

・ 14節 か ら流用     H節       450,000
・ 15節か ら流用     H節       669,Hl
・ 15節 か ら流用     12節       467.401
・ 15節 か ら流用     13節       845,999

7.397 243 0 0

3, 239,999 0 0 0 0

20,525.691 0 0 0 54.309

4.803.750 0 0

130 000 0 0 0

――-  109 - ―― HO―
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出歳

科 目
予 算 現 額

当 初 予 算 額 補 正 予 算 額

凛続質及び

操越事業費

操 越 額

予 口 費

支出及び

注用10滅
計

節

款1項 目 区 分 金  額

円 円 円 円 円 円

18諸費 25.640.000 0 2,113,137 27.753137

l報酬 96.000

3職員手当等 704,313

8報償費 l.821,000

9旅費 28.000

1需用費 21.682,386

2役務費 1.533,000

3委託科 434,910

4使用料及び

賃借料

l.358,578

9負担金補助

及び交付金

65,000

〕6寄附金 30,000
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2-1-17 情報管理費

支 出 済 額

翌 年 度 操 越 額

不 用 額 備 考継 続 費

逓次操越

繰 越

明 許 費

事  故

繰 越 し

円 円 円 円 円

19・ 県地域情報化研究会負

・地方自治情報センター

金

・ 12節へ流用

・14節から流用

・14節から流用

・ 18節へ流用

・予備費から充用

・予備費から充用

・予備費から充用

・予備費から充用

円

担金       30.000
加入負担    100,000

14節      △ 23.775

12節       23,775
18節       675,675
14節      △ 675,675
H節      669.982
H節      351,533
12節       120,258
15節       225,750

24841,393 0 0 0 2.9‖ 744

47,800 0 0 0 48,200 ◎ 功績表彰審査会費

(内  訳)｀
1・ 委員報酬

9・ 費用弁債

◎ 栄典費

(内 訳)
8・ 報償金

・謝金

・記念品費

H・ 消耗品費

・印刷晏本費

・食経費

12・ 郵便料

◎ 自衛官募集事務費

(内  訳)
19・ 県防衛協会負担金

・北埼玉都市自衛官募集事務連絡

協議会負担金

・自衛隊父兄会補助金

◎ 県収入証紙購入費

(内 訳)
‖・消耗品費

◎ その他 (財政課)

(内 訳)
14・ 会場借上料

26・ 寄附金

◎ その他 (市民生活凛)

(内 訳)
12・ 市民活動災害補償保険料

◎ 名誉市民公葬関係経費

(内 訳)

56.200

47.800

8,400

903, 106

65,000

15,000

733,214

42.100

2,992

800

44 000

65,000

45.000

10,000

10.000

19,085,282

19,085,282

1,259,358

1,229,358

30,000

1.4:8,668

1,418.668

2,053,779

704.313 0 0 0 0

813.214 0 0 1,007,786

8,400 0 0 19,600

19916.510 0 0 1,765.826

1.462.668 0 0 70.332

434,910 0 0

1,358578 0 0 0

65,000 0 0

30,000 0 0 0
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科 目
予 算 現 額

当 初 予 算 額 補 正 予 算 額

饉続費及び

腱越事業費

操 越 額

予 口 費

支出及び

流用増減

計

節

欧1項 目 区  分 金  額

円 円 円 円 円 円

2微税費 398,757.000 0 0 1,064,000 399,821.000

1税務総務費 220,399.000 0 0 1,078,000 221,477,000

1報酬 151.000

2給料 H6,178,300

3曖員手当等 77,012,086

4共済費 28,017,614

9旅費 53,000

9 負担金補助

及び交付金

65,000

2賦屎徴収 費 178.358,000 0 0 △14,000 178,344,000

―  H3-
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2-1-18 諸費

支 出 済 額

翌 年 度 繰 越 額

不 用 額 備 考
継 続 費

通次繰越

繰 越

明 許 費

事  故

操 越 し

円 円 円 円

井 ]
Hl,878

434,910

129,220

29.358

30,000

704,313

462,393

211,065

111,878

434,910

129,220

3・ 時間外勤務手当

H・ 消耗品費

・印刷襲本費

・食糧費

13。 会場設営委託料

14・ 会場使用料

・予備費から充用

・予備費から充用

・予備費から充用

・予僣費から充用

・予備費から充用

・予備費から充用

・予備費から充用

・予備費から充用

14節

26節

3節

H節

‖節

H節

13節

14節

367.076,619 0 0 32,744,381

220,761.528 0 0 0 715,472

56.900 0 0 94, 100 ◎ 税務一般管理費

(内 訳)
2・ 一般職綸

3・ 時間外勤務手当

。その他の手当

4・ 市町村職員共済組合負担金

◎ 固定資産評価審査委員会費

(内 訳)
1・ 委員報酬

9・ 費用弁償

・普通旅費

19・ 県市町村固定資産評価審査委員

会連合会負担金

・県北3市固定責産評価審査委員

は特縦 費

５
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H6,178,300 0

76,419,644 592,442

28,O17,614

24.070 0 28,930

65,0001 0 0

146,315,091 0 32,028,909
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